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あ
っ
て
当
た
り
前
は

通
用
し
な
い
時
代
に

互
い
の
力
を
合
わ
せ

み
ん
な
で
足
を
守
る

長
く
続
け
る
た
め
に

小
さ
な
一
歩
目
か
ら

人
口
減
少
が
続
く
地
方
で
は
、

路
線
バ
ス
事
業
者
の
約
８
割
が
赤

字
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ス
会

社
の
経
営
努
力
と
、
国
や
市
町
村

の
補
助
金
が
な
け
れ
ば
、
路
線
バ

ス
は
続
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
自
家
用
車
の
普

及
が
進
み
、
市
内
の
一
世
帯
当
た

り
の
保
有
台
数
は
、
約
２
・
３
台

（
平
成
31
年
３
月
現
在
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
通
勤
通
学
や
運
搬
な

ど
、
生
活
と
切
り
離
す
こ
と
が
で

き
な
い
存
在
で
す
。

バ
ス
は
自
家
用
車
と
比
べ
、「
自

分
が
行
き
た
い
時
間
に
動
い
て
い

な
い
」「
バ
ス
停
ま
で
歩
く
」
な

ど
不
便
な
点
が
あ
り
ま
す
。
昭
和

50
年
代
以
降
、
自
家
用
車
が
普
及

す
る
ほ
ど
利
用
者
が
減
少
し
、
バ

ス
運
行
を
続
け
る
た
め
に
サ
ー
ビ

ス
を
下
げ
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の

連
続
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
に
な
っ
て
か
ら
も
、
県
内

各
地
で
バ
ス
路
線
の
廃
止
や
縮
小

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
胆
沢
地

域
を
走
る
岩
手
県
交
通
の
路
線
バ

ス
も
、
３
年
３
月
末
に
短
縮
と
見

直
し
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
が
普
及
し
、
街
中
で

は
公
衆
電
話
を
見
掛
け
な
く
な
り

ま
し
た
。
バ
ス
も
時
代
に
合
わ
ず

に
、
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
の
ま
ま
で
は
、残
念
な
が
ら「
は

い
」
と
い
う
答
え
に
な
り
ま
す
。

「
路
線
バ
ス
は
、
バ
ス
事
業
者
や

市
が
走
ら
せ
る
の
が
当
た
り
前
」

と
い
う
考
え
方
で
は
、
利
用
者
が

少
な
い
ま
ま
、
赤
字
を
前
提
と
し

た
事
業
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。「

市
民
の
た
め
だ
か
ら
、
市
が

補
助
金
を
増
や
せ
ば
よ
い
」
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

市
が
バ
ス
路
線
を
維
持
す
る
た
め

に
補
助
し
て
い
る
金
額
は
、
平
成

26
年
度
の
１
億
４
千
万
円
か
ら
令

和
元
年
度
に
は
２
億
円
ま
で
急
増

し
ま
し
た
。
利
用
者
が
減
る
ほ

ど
、
市
の
補
助
金
は
増
え
る
仕
組

み
で
す
。
こ
こ
で
こ
の
仕
組
み
を

変
え
て
い
か
な
い
と
、
ほ
か
の
事

業
の
予
算
が
不
足
し
、
市
民
生
活

へ
の
し
わ
寄
せ
が
生
じ
て
し
ま
い

ま
す
。

自
家
用
車
を
運
転
で
き
る
今
は

他
人
事
で
も
、
高
齢
者
に
な
っ
た

と
き
に
公
共
交
通
が
な
く
な
っ
て

い
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
地

域
の
足
は
、
み
ん
な
で
守
る
」
と

い
う
発
想
の
転
換
が
必
要
で
す
。

市
は
、
今
年
２
月
に
第
３
次
奥

州
市
バ
ス
交
通
計
画
（
同
月
発
行

の
広
報
お
う
し
ゅ
う
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
一
つ
の
柱

と
し
て
、「
地
区
内
交
通
」
と
い

う
新
し
い
交
通
手
段
の
導
入
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
路
線
バ
ス
で
は

維
持
で
き
な
い
地
域
を
、
地
区
内

交
通
に
置
き
換
え
て
い
く
計
画
で

す
。
県
交
通
路
線
の
短
縮
が
決

ま
っ
て
い
る
胆
沢
地
域
に
は
、
最

優
先
で
進
め
て
い
ま
す
。

地
区
内
交
通
は
、
地
域
住
民
、

交
通
事
業
者
、
市
の
三
者
が
協
働

に
よ
り
事
業
を
支
え
る
仕
組
み
で

す
。
１
人
に
負
担
を
集
中
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
３
人
で
分
担
す
れ

ば
、
一
人
一
人
の
負
担
は
軽
く
な

り
ま
す
。

地
域
住
民
は
、
共
助
の
力
、
地

元
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
強
み
、
交
通

事
業
者
は
運
行
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
強
み
、
市
は
事
業
経
費
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
強
み
を
合
わ

せ
、
弱
点
を
補
い
合
う
こ
と
で
、

必
要
な
経
費
を
最
小
限
に
と
ど

め
、
少
な
い
利
用
者
で
も
続
け
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

自
家
用
車
や
運
転
免
許
を
持
た

な
い
市
民
に
は
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
が
最
後
の
移
動
手
段
で
す
。

移
動
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
地
域

に
住
み
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
地
区

振
興
会
や
自
治
会
な
ど
の
住
民
組

織
が
、
移
動
手
段
の
確
保
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
住
民
の
結
び
付
き

の
強
化
や
、
地
域
活
性
化
の
き
っ

か
け
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

10
月
１
日
か
ら
江
刺
稲
瀬
地
区

で
地
区
内
交
通
「
稲
瀬
ふ
れ
あ
い

号
」
が
始
動
し
ま
し
た
。
運
営

は
、
稲
瀬
振
興
会
が
母
体
と
な
っ

た
「
稲
瀬
の
足
を
守
る
会
」
が
行

い
ま
す
。

江
刺
地
域
は
広
域
な
上
、
地
域

内
で
営
業
す
る
タ
ク
シ
ー
台
数
が

少
な
く
、
地
区
内
交
通
の
運
行
を

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
委
託
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
す
。
国
に
自

家
用
有
償
旅
客
運
送
の
登
録
を
し

た
上
で
、
７
人
乗
り
の
自
家
用
車

を
使
用
し
て
、
自
ら
利
用
者
を
送

迎
し
ま
す
。

稲
瀬
ふ
れ
あ
い
号
は
、
地
区
内

の
各
地
に
設
け
ら
れ
た
乗
降
場
所

と
稲
瀬
地
区
セ
ン
タ
ー
間
を
往
復

し
、
市
営
バ
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ
利

用
者
を
運
送
す
る
こ
と
が
主
な
役

割
で
す
。
　

週
３
日
、
１
日
３
往
復
と
い
う

運
行
内
容
で
す
。

運
行
初
日
の
10
月
２
日
は
、
利

用
者
１
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
最
初
か
ら
大
き
な
体
制
を
組

ま
ず
、
地
区
の
需
要
に
合
っ
た
運

行
と
す
る
こ
と
が
、
長
く
続
け
る

た
め
に
は
大
切
で
す
。

こ
の
小
さ
な
一
歩
が
、
地
域
の

公
共
交
通
を
維
持
し
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
の

大
き
な
一
歩
と
な
る
よ
う
、
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

今
、
地
域
の
公
共
交
通
―
と
り
わ
け
バ
ス
交
通
が
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

自
家
用
車
の
普
及
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
に
加
え
、
人
口
減
少
、
運
転
手
の
高

齢
化
や
不
足
と
い
っ
た
課
題
が
重
な
り
、
急
速
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
移
動

手
段
を
失
う
こ
と
は
、そ
の
地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
守
っ
て
い
く
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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地区内交通の利用は、運営単位ごとに決めごとがあります。
実際に利用を開始する際にチラシなどでお知らせします。

運営は地元の住民組織、運行はタクシー事

業者※、経費補助は市が行う

　地元で運営することで、地元に根ざしたニー

ズを反映しやすくなります。乗降場所も、よく

使う人の近くに設定することも可能です。

※タクシー事業者への委託が困難な場合は自家用有
償運送で対応

運営単位は、おおむね1つの
地区センターの範囲

　小型車両で移動時間が短く、

扱う件数も少ないため、必要最

小限で運営ができます。

市街地に出るためには、路線バスに乗り継ぎます

　地区内交通でどこまでも移動できることにすると、

経費や効率が悪くなるほか、バスやタクシーの利用者

がいなくなります。

　全体のバランスを考え、急ぐときや荷物が多いとき

はタクシーを、そうでないときは路線バスや地区内交

通を使うなど、工夫して利用しましょう。

運賃は１回乗車 500円

　バスの役割をするた

め、この運賃です。タク

シーのようなサービスは

できません。

利用者は、決められた運行時間と乗降場所から選
んで、前日までに予約

　予約の手間はかかりますが、利用者がいないとき

は車両を動かす必要がないため、無駄がありませ

ん。長く続けられる理由です。

～地区内交通のあらまし～

会を立ち上げたきっかけは

　平成28年ごろから地区内を通るバス路線廃止の話

があり、利用者増を目指そうと地区振興会を母体に

立ち上げました。

新たな組織とした理由は

　地区振興会に９つの部がありますが、行事の９割

は定例化しています。新しい視点から課題を見つけ

て動くことが難しくなっており、地区活性化を図る

ためという狙いがありました。

公共交通の課題はどこにあると思いますか

　誰もが公共交通を残したいと言いますが、実際は

自家用車を使います。高齢になったら使うかもしれ

ないと思っても、ほとんど利用されない。市は市

民の税金も財源にして路線バスに補助していますか

ら、いつまでも空で走らせられないのは当然のこと

です。これからは、誰かがやるではなく、関係者が

力を合わせなければ公共交通はできません。

取り組みで気を配ってきた点は

　本当にバスを利用しなければならない人がどれだ

けいるのかを把握し、それに見合った仕組みとしな

いと失敗します。

今後の目標や夢は

　公共交通はなくせないという思い。高齢者の運転

免許返納が進めば交通事故が減り、安心安全な地区

を作ることにもなる。これが一番の願いですね。

稲瀬振興会長

（稲瀬の足を守る会副会長）

小 澤 雅 行 さん（73）
　　＝江刺稲瀬字鶴羽衣台＝

10月１日から運行している稲瀬ふれあい号


